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前
橋
教
会

わ
が
前
橋
教
会
は
、
創
立
さ
れ
て
九
十
年
に
な

る
。
こ
の
異
教
の
地
に
伝
道
が
開
始
さ
れ
九
の
は
明

治
十
年
頃
で
あ
る
。
明
治
七
年
、
米
国
の
留
学
か
ら

帰
国
さ
れ
た
新
島
襄
先
生
は
、
直
ち
に
安
中
に
お
ら

れ
た
老
父
母
を
見
錘
わ
れ
た
。
ま
こ
と
に
短
い
滞
在

で
あ
っ
九
が
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
話
さ
れ
た
。
新

1

島
先
生
に
ょ
っ
て
揺
か
れ
た
福
音
の
種
は
最
籾
の
収

穫
と
な
っ
て
実
を
結
び
、
明
治
十
一
年
三
月
三
十
一

日
に
安
中
教
会
が
設
立
さ
れ
九
の
で
あ
る
。
明
治
十

三
年
に
は
同
志
社
を
卒
業
し
九
海
老
名
弾
正
先
生
を

へ
い

牧
師
と
し
て
招
聰
し
た
。
海
老
名
先
生
の
安
中
に
お

け
る
伝
道
は
、
目
覚
ま
し
い
も
の
で
、
地
方
の
指
導

で
あ
る
。

さ
て
、
後
に
同
志
社
の
宗
教
主
任
と
し
て
、
同
志

社
教
会
牧
師
と
し
て
、
十
四
年
問
に
わ
九
っ
て
同
志

社
の
宗
教
教
育
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
堀
貞
一
先

生
は
、
か
つ
て
わ
が
教
会
の
牧
師
で
あ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
先
生
は
、
明
治
三
十
二
年
三
月
か
ら
四
十
二

年
七
月
ホ
ノ
ル
ル
の
ヌ
ア
ヌ
教
会
へ
赴
任
さ
れ
る
ま

で
約
十
年
問
、
大
挙
伝
道
、
集
中
伝
道
、
拡
張
伝
道

等
、
次
々
と
果
敢
な
伝
道
を
展
開
し
て
成
果
を
挙
げ

ら
れ
九
方
で
あ
る
。
当
時
、
会
員
名
絶
に
は
大
変
異

質
な
人
の
名
前
が
出
て
く
る
。
そ
の
一
人
は
高
畠
素

之
で
あ
る
。
朋
治
三
十
六
年
七
月
五
日
堀
先
生
か
ら

受
洗
を
し
て
い
る
(
十
八
歳
)
。
彼
は
、
後
に
国
家
社

会
主
義
者
と
な
り
、
日
本
で
最
初
の
「
資
本
論
」
の

的
人
物
を
信
仰
に
導
い
九
の
で
あ
る
。
海
老
名
先
生

は
、
上
州
伝
道
の
中
心
は
安
中
よ
り
県
庁
所
在
地
の

前
橋
で
あ
る
こ
と
を
決
意
し
、
朋
治
十
七
年
安
中
を

辞
し
て
前
橋
に
移
転
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、

教
会
は
紺
屋
町
現
在
商
店
街
、
千
代
田
町
四
丁
旦
の
狭

い
日
本
家
屋
で
あ
っ
た
。
余
り
手
狭
な
の
で
、
海
老

名
先
生
は
遺
産
か
ら
三
百
円
を
取
り
替
え
、
有
志
の

寄
付
二
百
円
を
集
め
て
同
じ
紺
屋
町
の
空
地
に
二
十

坪
余
の
小
会
堂
を
新
築
し
た
。
海
老
名
先
生
は
前
橋

に
二
年
し
か
い
な
か
っ
九
が
、
わ
が
教
会
の
基
礎
を

築
い
た
の
で
あ
っ
九
。

ま
た
そ
の
頃
、
神
学
生
が
輩
出
し
、
女
子
二
名
は

神
戸
女
子
伝
道
学
校
に
、
男
子
の
四
名
は
同
志
社

に
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学
を
し
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と

森
下
徹
造

、,▲

^'

・1
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翻
訳
を
し
九
。
会
員
名
癖
摘
要
欄
に
、
「
社
会
主
義
の

主
張
と
実
行
は
教
会
規
約
に
依
り
て
会
員
と
し
て
在

籍
せ
し
む
る
に
能
わ
ず
依
り
て
除
名
す
。
明
治
四
十

一
年
十
二
月
執
麥
」
と
四
れ
て
ぃ
る
。
も
う
一

人
は
井
上
四
郎
。
彼
は
明
治
三
十
八
年
三
月
十
二
日

に
堀
先
生
か
ら
受
洗
し
て
い
る
(
二
十
歳
、
学
生
)
。
後

の
国
家
主
義
者
日
召
で
あ
る
。
彼
は
血
盟
団
を
組
織

し
、
血
盟
団
事
件
の
張
本
人
で
あ
る
。
会
員
名
算
摘

要
桜
に
、
「
井
上
昭
と
改
名
し
天
津
に
住
居
の
由
(
大

正
九
年
十
一
同
)
大
正
九
年
十
二
月
役
員
会
で
別
名

簿
」
と
紀
入
さ
れ
て
い
る
。
堀
先
生
の
お
墓
は
当
市

の
利
将
の
近
く
の
長
昌
寺
内
の
教
会
員
の
墓
地
に

あ
る
。明

治
初
期
の
キ
リ
ス
ト
者
の
特
質
と
も
い
う
べ
き

も
の
を
二
、
三
挙
げ
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
つ
は
、
新

日
本
建
設
と
信
仰
と
が
不
可
分
の
関
係
を
も
ち
、
キ

リ
ス
ト
教
こ
そ
が
新
日
本
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
自
覚
を
も
っ
て
い
九
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今

一
つ
は
、
初
期
の
中
心
的
な
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
急

激
な
社
会
変
化
と
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
社
会
問
題
に

対
し
て
積
極
的
な
責
任
を
負
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
0
 
社
会
事
業
(
上
毛
孤
児
院
1
現
在
は
社
会
和
祉

法
人
上
毛
愛
隣
社
、
前
橋
養
老
院
)
、
教
乱
業
(
餉
橋
央
和

女
学
校
後
共
愛
学
園
と
改
称
)
、
公
唱
廃
止
の
運
動
、

明
治
三
十
年
代
前
半
で
も
、
わ
が
教

会
は
社
会
問
題
を
先
取
り
し
、
名
領

域
で
先
唾
者
と
な
っ
て
活
挫
し
九
こ

か
つ

、

と
は
剖
口
に
価
す
る
。

後
程
ま
で
も
影
蝉
を
与
え
た
出
来

那
は
、
一
九
二
八
年
(
昭
和
年
)
十

月
ニ
ト
ニ
日
、
共
愛
女
学
校
職
員
と

乍
徒
は
周
再
賜
校
長
の
下
に
、
前
僑

教
会
を
分
饌
、
校
内
系
会
を
催
す

明

こ
と
に
な
り
、
十
一
月
四
日
共
愛
同

仏
教
会
を
設
立
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
教
会
の

周
章
狼
狽
は
は
な
は
だ
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
わ

が
教
会
略
史
は
、
「
一
L
の
事
た
る
や
今
後
の
我
教
会

の
教
勢
匹
契
な
る
影
拙
を
及
ぽ
す
こ
と
と
な
れ

り
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
日
曜
日

礼
拝
の
大
半
は
共
愛
女
学
校
寄
宿
生
と
職
員
で
占
め

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の

は
、
前
橋
教
会
と
共
愛
学
園
と
の
関
係
は
よ
く
な
か

つ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
、
牧
帥
が
学
校
法
人
共
愛
社
の
理

事
長
倫
任
し
て
以
来
、
わ
が
教
会
の
共
愛
学
園
に

対
す
る
関
心
は
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
が

教
会
員
の
一
人
は
理
事
に
、
一
人
は
筑
と
な
っ
て

学
園
の
絲
営
に
当
九
っ
て
い
る
。
少
数
の
キ
リ
ス
ト

者
職
員
の
中
の
大
部
分
が
わ
が
教
会
員
で
あ
る
。
わ

が
教
会
が
伝
統
の
あ
る
共
愛
学
園
の
発
展
の
た
め
に

貢
献
す
る
貞
務
が
あ
る
。
共
愛
学
園
の
創
設
に
際
し

て
、
献
身
的
な
働
き
を
し
九
先
蹄
た
ち
の
大
い
な
る

信
仰
と
祈
り
に
励
ま
さ
れ
て
、
与
え
ら
れ
六
責
任
を

果
た
し
て
行
き
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
共
愛
学
園
は
今
か
ら
八
十
九
年
前
、
す
な
わ

ち
明
治
二
十
一
年
二
月
二
十
九
R
に
前
橋
英
和
女
学

校
と
し
て
鯵
、
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
女
子
は
学

共
愛
学
園

前橋教会

33



問
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
封
建
社
会
に

お
い
て
、
最
も
底
い
女
子
の
社
会
的
地
位
の
向
上
の

た
め
、
そ
の
当
時
、
前
橋
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
不

破
唯
次
郎
氏
が
中
心
と
な
っ
て
、
数
名
の
中
堅
キ
リ

ス
ト
者
と
相
談
の
上
設
立
し
た
も
の
で
、
県
下
で
最

も
古
い
学
校
で
あ
っ
て
、
そ
の
卒
業
生
は
約
八
千
名
、

よ
き
家
庭
夫
人
と
し
て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
活
躍

を
し
て
い
る
。
一
昨
年
永
眠
さ
れ
た
同
志
社
校
友
会

欝
支
部
の
前
支
部
長
で
あ
っ
た
半
田
隆
一
氏
の
夫

人
の
ぷ
さ
ん
(
元
同
窓
会
長
)
、
そ
の
姉
半
田
ふ
じ
さ
ん

面
志
社
女
専
卒
)
や
元
同
志
社
大
学
教
授
鶴
見
俊
輔
夫

人
貞
子
さ
ん
、
そ
れ
に
オ
ヘ
ラ
歌
手
成
田
絵
智
子
さ

ん
ら
は
共
愛
学
園
の
卒
業
生
で
あ
る
。

こ
の
学
園
の
初
期
の
頃
は
前
橋
教
会
牧
師
、
不
破

雌
次
郎
、
杉
田
潮
、
堀
貞
一
氏
ら
が
校
長
を
兼
務
し

て
い
た
。
堀
貞
一
牧
師
の
頃
に
共
愛
社
が
組
織
さ

れ
、
大
い
に
発
展
し
た
。
当
時
校
長
は
器
で
あ
っ

た
。
堀
先
生
は
、
「
全
く
の
名
哀
長
で
、
毎
年
一

回
教
師
た
ち
に
ご
馳
走
を
す
る
の
が
校
長
の
特
権
で

あ
っ
た
し
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

今
日
の
共
愛
学
園
の
礎
石
と
な
っ
た
の
は
周
再
賜

先
生
で
あ
る
。
周
先
生
が
わ
が
学
校
の
校
長
に
就
任

し
た
の
は
、
ム
,
か
ら
五
十
一
年
前
、
す
な
わ
ち
大
正

ト
四
年
九
刀
の
こ
と
で
あ
っ
九
。
彼
は
同
志
社
大
学

神
学
科
助
教
授
の
地
位
を
捨
て
て
本
学
園
の
校
長
に

な
っ
た
。
そ
の
当
時
の
生
徒
数
は
わ
ず
か
二
七
二
名

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
は
学
園
の
狭
い
敷
地
を
拡
張

し
、
校
舎
を
増
設
し
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
日

夜
心
血
を
注
い
で
労
苦
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
五
日
の
前
橋
市
空

襲
の
た
め
に
、
長
い
年
月
の
間
苦
心
し
て
建
設
し
九

校
舎
が
全
焼
し
て
灰
脳
に
婦
し
て
し
ま
っ
た
翁
一
、

三
0
0
坪
焼
失
)
。
こ
の
時
、
彼
は
一
時
絶
望
の
余
り

利
根
川
に
投
身
Π
殺
し
よ
う
と
考
え
た
ら
し
い
。
し

か
し
、
彼
は
焦
士
の
上
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ

る
。
彼
は
、
全
職
貝
を
集
め
て
悲
痛
な
思
い
で
言

い
渡
さ
れ
た
。
「
学
校
は
諸
君
の
見
ら
れ
る
通
り
焼

け
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
始
め
る
こ
と
が
出
来
る
か

分
か
ら
な
い
。
私
と
一
緒
に
こ
う
し
て
当
分
共
同
生

活
を
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
、
こ
の
学
校
の
た
め
に
や
ろ

う
と
思
う
人
は
お
っ
て
下
さ
い
。
こ
の
際
で
す
か
ら

不
安
心
だ
と
思
わ
れ
る
人
や
、
都
合
の
惡
い
人
は
遠

慮
な
く
や
め
て
下
さ
い
」
と
。
そ
こ
で
、
事
曾
あ

る
三
、
四
名
の
職
員
が
や
め
た
だ
け
で
、
大
部
分
の

職
員
は
周
園
長
と
一
致
結
束
し
て
学
園
復
興
の
た
め

に
、
献
身
的
な
働
き
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
が
、

た
ま
に
夜
お
宅
に
伺
う
と
、
ま
だ
校
長
室
で
什
事
を

し
て
お
ら
れ
た
。
暖
房
は
小
さ
な
火
鉢
で
あ
っ
た
。

一
枚
の
用
紙
も
無
駄
に
せ
ず
、
メ
モ
な
ん
か
は
広
告

用
紙
の
裏
を
用
い
九
り
、
封
筒
の
裏
返
し
を
し
て
利

用
さ
れ
た
。
先
生
は
自
ら
節
約
に
節
約
を
し
て
、
今

日
の
共
愛
学
園
の
復
興
を
さ
れ
九
の
で
あ
る
。
咋
年

十
一
月
二
十
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
賜
千
会
主
催
で

『
周
再
賜
先
生
の
生
涯
』
の
出
版
記
念
と
周
先
生
を

偲
ぷ
会
が
学
黒
堂
で
催
さ
れ
、
同
窓
生
ら
約
百
二

十
名
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
席
上
で
、
周
先
生
の
友
人

で
あ
る
桜
美
林
大
学
学
長
の
清
水
安
三
先
生
は
、
「
台

湾
に
生
ま
れ
な
が
ら
日
本
の
共
愛
の
九
め
に
一
身
を

捧
げ
た
周
先
生
は
、
現
代
の
鑑
真
の
よ
う
だ
。
教
育

仁
h
-

は
結
局
愛
で
あ
る
」
と
、
周
先
生
を
讃
え
ら
れ
た
。

周
先
生
が
四
十
年
間
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
築
き

上
げ
ら
れ
た
学
園
は
、
次
第
に
充
実
発
展
し
つ
つ
ぁ

る
。
現
在
中
学
生
九
十
六
名
、
高
校
生
九
五
八
名
、

合
計
一
、
 
0
九
四
名
の
生
徒
た
ち
が
本
学
園
に
学

ん
で
い
る
。
生
徒
の
進
路
状
況
は
、
進
学
率
六
十
七

%
、
そ
の
う
ち
教
育
伺
盟
の
大
学
・
短
大
に
進
学
す

る
も
の
は
一
0
%
、
い
ず
れ
も
推
薦
入
学
で
あ
ろ
。

私
と
し
て
は
、
も
っ
と
多
く
大
学
に
進
学
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
。
こ
の
学
園
で
培
わ
れ
た
キ
リ

ス
ト
教
的
世
界
観
人
間
観
が
そ
う
し
た
関
係
の
大

学
に
入
学
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
結
実
す
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
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今
や
、
公
,
需
校
の
増
謄
と
も
な
い
私
立
学
枝

は
極
め
て
厳
し
倫
況
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
私
た
ち
は
こ
の
容
易
な
ら
な
い
時
に
際
し
、
私

学
の
存
立
の
意
義
が
故
め
て
問
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト

住
、
リ

教
主
義
を
標
枋
す
る
共
愛
学
園
の
介
日
的
使
命
は
一

体
何
ん
で
あ
る
か
を
謙
虎
に
、
π
薊
に
問
い
な
が
ら

こ
の
時
代
の
二
ー
ド
に
允
分
応
等
し
得
る
体
勢
を
整

え
る
こ
と
が
最
も
肝
要
で
あ
る
と
し
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
粘
神
的
、
宗
教
的
な
も
の
へ
の
無
関
心
な
、

い
わ
ゆ
る
世
俗
化
現
象
の
巾
で
、
他
の
公
立
学
校
で

は
与
え
る
こ
と
の
で
キ
な
い
、
わ
が
学
閣
独
自
の
教

育
を
推
逢
し
て
ゅ
く
こ
と
は
至
誓
は
あ
る
が
、
ユ

ニ
ー
ク
な
宗
教
教
育
を
、
今
日
ま
で
や
っ
て
き
六
が

こ
れ
か
ら
も
一
届
行
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
貞
仟
を
痛

感
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
Π
は
進
学
一
恐
主
義
の
教

育
が
行
わ
れ
て
、
真
の
人
闇
教
育
が
な
お
ざ
り
に
さ

打
そ

れ
て
い
る
。
譜
生
け
る
柳
を
喪
れ
、
向
分
よ
り
も

他
者
を
愛
し
、
そ
の
た
め
に
Π
分
の
身
を
犠
牲
に
し

て
顧
み
な
い
粘
判
、
こ
の
粘
祁
を
若
者
の
心
に
稙
え

つ
け
る
こ
と
が
、
「
人
闇
性
」
を
豊
か
に
は
ぐ
く
む
こ

と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
県
下
の

各
教
会
の
牧
帥
さ
ん
六
ち
に
毎
週
倫
Π
の
兇
拝

の
説
教
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
教
会

の
協
力
関
係
を
緊
密
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
教

*

高
盟
加
盟
の
学
校
の
転
入
学
、
進
学
は
も
っ
と
容

易
に
出
来
な
い
も
の
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス

ト
教
主
義
学
校
の
志
向
し
て
い
る
も
の
が
、
同
盟
加

盟
校
の
人
晋
交
流
、
生
徒
の
推
薦
入
学
等
の
拡
大

に
ょ
っ
て
達
成
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
学
園
は
、
一
年
後
に
創
立
九
十
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
悪
蛭
業
と
し
て
体
育
館

の
建
設
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
等
に
着
手
、
ま
た

さ
ら
に
百
年
を
目
指
し
て
長
期
計
画
も
種
々
検
討
中

で
あ
る
。
こ
の
学
園
が
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
た
も
の

で
な
い
こ
と
を
思
う
と
共
に
、
今
日
よ
い
遺
産
を
継

承
し
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
だ
け
で
は
す
ま

さ
れ
な
い
。
私
た
ち
は
過
去
の
歴
史
に
励
ま
さ
れ
、

新
し
い
白
覚
を
も
っ
て
こ
の
学
園
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
ゆ
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

,
¥

に
努
力
し
て
こ
ら
れ
九
こ
と
と
思
う
。
私
は
今
日
、

こ
の
精
神
を
明
確
に
し
て
、
も
っ
と
強
力
に
推
進
し

て
い
九
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
か
つ
て
わ
が
共
愛
学
園
か
ら
は
伺
志
社
女

専
・
大
学
に
人
学
し
九
も
の
が
か
な
り
い
た
よ
う
で

あ
る
。
同
江
卒
業
生
が
、
現
在
二
名
、
学
園
の
教

師
を
し
て
い
る
。
昭
和
九
年
頃
、
同
志
社
女
専
の
北

関
東
地
域
の
人
学
試
験
が
共
愛
学
園
で
突
施
さ
れ
、

そ
の
時
、
合
格
し
て
女
専
で
学
ん
だ
阿
久
津
は
ま
子

さ
ん
は
母
校
に
帰
っ
て
教
師
と
な
り
、
今
日
は
学
園

の
監
群
を
し
て
お
ら
れ
る
。
私
は
、
本
県
に
あ
る
も

う
一
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
雲
学
校
新
島
学
園
か
ら
同

志
社
大
学
に
諾
入
学
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
わ
が
学
園
に
も
そ
の
よ
う
な
特
典
が
与
え
ら
れ

な
い
も
の
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
よ
う
に

同
志
社
と
共
愛
学
園
と
の
親
密
な
関
係
が
回
復
さ
れ

る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
大
学
文
学
部
抑
学
科
卒

前
橋
教
会
牧
師
、
共
愛
学
園
理
事
長

同
志
社

か
つ
て
同
志
社
に
学
ん
だ
も
の
は
、
わ
が
母
校
が

創
立
百
年
を
迎
え
て
大
い
に
成
長
発
展
し
九
こ
と
に

地
異
を
感
じ
る
と
共
に
、
大
い
な
る
誇
り
に
思
っ
て

い
る
。
新
島
先
生
が
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
を
同
志

社
の
目
的
と
お
定
め
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
志
社
は

創
立
当
初
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
「
キ
リ
ス
ト
の

郭
を
己
が
精
神
と
す
る
人
物
」
を
育
成
す
る
た
め

*
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柏
木
義
圓
素
描

与
板
を
訪
れ
九
の
は
越
後
平
野
の
稲
も
す
で
に
刈

り
つ
く
さ
れ
九
昨
年
の
晩
秋
で
あ
っ
た
。

万
延
元
年
、
桜
田
門
外
の
急
変
の
報
は
こ
の
静
か

な
土
地
に
も
伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
月
九
日
、

こ
こ
に
生
ま
れ
た
の
が
柏
木
義
圓
で
あ
る
。
柏
木
が

そ
の
牛
家
で
あ
る
浄
士
真
宗
東
本
願
寺
派
の
西
光
寺

を
出
て
、
新
潟
か
ら
東
都
に
遊
学
し
、
や
が
て
群
馬

●
ん
な
か

県
安
巾
の
近
く
で
小
学
校
教
員
を
勤
め
、
そ
の
間
に

海
老
名
弾
正
に
接
し
、
同
志
社
に
学
び
、
新
島
襄
の

,
J

絶
大
の
補
を
亭
け
、
同
森
予
備
校
に
教
え
、
後
半

生
は
安
中
教
会
を
牧
し
、
と
く
に
非
戦
と
社
会
正
義

を
主
張
し
て
一
貫
不
惑
の
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
は
す

で
に
ょ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

柏
木
湊
闘
を
鯛
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
十
数
年

い
北

よ

み
ち

に
な
る
が
、
こ
ん
ど
評
伝
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
初

气
、
ん
L
L
う

め
て
生
地
新
潟
県
三
島
郡
与
板
町
に
足
を
運
ん
で
み

た
。
仁
越
線
の
長
岡
か
ら
バ
ス
の
便
が
あ
る
こ
と
を

お
じ
ま
や

知
ら
ず
に
遠
廻
り
し
て
越
後
線
の
小
島
谷
か
ら
車
を

走
ら
せ
る
。
夜
行
列
車
の
疲
労
が
朝
の
冷
気
に
薄
れ

て
ゆ
く
頃
、
閑
静
な
町
並
み
を
通
っ
て
西
光
寺
を
探

し
あ
て
る
。
「
柏
木
山
西
光
寺
」
と
い
う
表
札
の
か
か

つ
た
小
さ
な
比
較
的
、
新
し
い
寺
院
で
あ
る
。
住
職

の
安
部
昭
信
氏
は
昭
和
初
年
に
郷
里
を
た
ず
ね
た
柏

木
の
淋
演
を
聴
き
、
面
談
し
た
と
の
こ
と
。
ガ
が
往

時
の
寺
は
こ
の
上
町
で
は
な
く
、
馬
場
町
に
あ
り
、

明
治
十
六
年
の
大
火
に
焼
失
し
た
と
い
う
。

馬
場
町
の
小
高
い
岡
に
む
か
っ
て
疎
林
が
あ
り
、

そ
の
か
か
り
に
民
家
が
建
っ
て
い
て
、
そ
こ
が
旧
寺

笠
原
芳
光

の
跡
で
あ
る
。
小
径
を
は
さ
ん
で
、
い
ま
も
寺
領
の

毛
う

墓
地
が
あ
り
、
蒼
然
と
し
た
墓
石
が
点
在
す
る
。
お

う
つ

り
か
ら
の
曇
天
な
ら
ず
と
も
膨
々
と
し
た
雰
囲
気
で

こ

あ
る
。
こ
こ
に
岻
々
の
声
を
あ
げ
、
幼
少
期
を
過
ど

し
た
柏
木
は
、
や
が
て
こ
の
地
を
去
っ
て
い
く
。
そ

け
つ

れ
は
こ
の
小
暗
い
風
土
へ
の
訣
別
で
も
あ
っ
た
の
か

と
、
そ
の
心
の
裡
を
お
も
い
や
っ
て
い
る
と
、
に
わ

あ
6
れ

か
に
雷
鳴
が
と
ど
ろ
き
霞
が
降
っ
て
き
た
。
思
え
ば

そ
れ
は
あ
と
に
く
る
豪
再
の
先
触
れ
で
あ
っ
た
。

柏
木
義
圓
の
生
涯
に
お
い
て
、
仏
教
か
ら
の
籬
悦

と
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
圓
心
は
重
要
な
事
件
で
あ
る
。

丸
ぐ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
不
鮮
明
の
印
象
を
拭
う

こ
と
が
で
き
な
い
。
西
光
寺
八
代
日
住
職
柏
木
徳
圓

は
、
息
子
の
義
圓
が
生
ま
れ
て
間
も
な
く
死
去
、
や
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が
て
戊
辰
の
役
、
与
板
藩
の
崩
壊
と
い
っ
た
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
て
寺
は
荒
廃
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
覗

態
が
少
年
の
眼
に
ど
の
よ
う
に
映
じ
た
か
は
想
像
に

力
た
く
な
(

そ
れ
に
し
て
も
、
柏
木
は
仏
数
な
か
ん
ず
く
浄

士
真
宗
に
冷
淡
で
あ
り
、
親
鸞
の
著
作
な
ど
は
不
勉

強
で
さ
え
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
僧
侶

の
子
弟
で
得
度
ま
で
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
仏
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
転
回
に
は
苦
悩
が

あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
な
い
。
大
正
五
年
十
一
月

の
『
上
毛
教
界
月
報
』
の
「
予
が
回
心
の
顛
末
L
 
に

は
「
仏
教
に
関
し
て
は
予
は
其
内
部
に
在
て
卿
か
其

内
幕
を
窺
知
し
て
居
る
か
ら
人
心
改
善
の
実
力
な
ど

殆
ん
ど
零
で
、
此
点
に
於
て
は
到
底
基
督
教
の
敵
で

は
な
い
と
思
つ
て
居
た
。
其
需
的
方
面
で
は
通
俗

実
際
の
仏
教
は
概
ね
卑
陌
な
る
待
で
少
数
学
究
の

仏
者
は
多
く
蛙
撮
な
る
空
理
を
弄
す
る
の
み
、
予

は
仏
門
に
生
れ
乍
ら
多
く
の
敬
意
を
仏
教
に
払
は

ず
、
寧
ろ
儒
教
を
尊
敬
し
て
居
た
し
と
あ
る
。

ま
九
同
じ
く
昭
和
七
年
四
月
の
「
基
幌
教
独
有

の
三
大
事
突
」
に
は
「
仏
教
は
苫
よ
り
解
悦
す
る
の

教
で
、
基
督
教
は
罪
よ
り
救
は
る
る
の
教
で
あ
る
。

仏
教
は
悟
り
の
宗
教
で
深
い
高
い
・
>
諌
で
の
道
義
の

宗
教
で
は
無
い
。
反
つ
て
道
義
を
超
越
す
る
を
達
と

し
て
居
る
。
浄
士
真
宗
で
は
道
義
は
所
謂
世
問
通
途

の
義
に
準
ず
る
と
て
世
問
が
多
妻
を
編
す
れ
ぱ
其

宗
教
も
亦
之
に
準
じ
、
別
に
道
義
の
理
督
ど
は
無

い
や
う
で
あ
る
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。

浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
を

心
ず
る
に
至
り
、
「
全
家
切
腹
L
と
表
現
す
る
ほ
ど
の

悲
痛
な
る
決
断
を
も
っ
て
改
宗
、
本
山
か
ら
除
名
さ

れ
、
し
か
も
終
生
郷
里
富
山
県
に
と
ど
ま
っ
て
伝
道

0羊
)

ヒ
ム
Ⅱ

が
堂

端
会

右
教

0
巾

女
安、

の
頃

そ
年

L
L
3

圓
和

襲
昭

木
(

し
九
犯
谷
凌
雲
と
い
う
人
物
が
い
る
。
そ
れ
飯
べ

る
と
、
柏
木
の
仏
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
道
は
改

宗
と
い
う
よ
り
も
移
行
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
0
 
お

よ
そ
柏
木
に
と
っ
て
仏
教
は
信
仰
の
対
染
で
は
な
く
、

閃
襲
の
制
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
宗
教
と
国
家
L
と
い
う
問
題
は
、
明
治
時
代
の
み

な
ら
ず
近
代
日
本
の
難
問
の
一
つ
で
あ
る
。

内
村
鑑
三
の
不
敬
酬
件
に
端
を
発
す
る
「
教
育
と

宗
教
の
衝
突
」
論
争
は
、
そ
の
最
初
の
火
花
で
あ
っ

九
か
、
内
村
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
は
け
っ
き

よ
く
、
の
ち
に
語
っ
た
「
二
つ
の
J
」
と
い
う
.
暴

に
あ
ら
わ
さ
れ
る
だ
ろ
う
0
 
こ
れ
は
〕
ゆ
豊
m
 
と
〕
N
・

又
=
、
イ
エ
ス
と
n
本
の
二
つ
の
元
素
の
い
ず
れ
を

も
重
饗
と
す
る
と
い
う
並
列
的
な
二
元
諭
の
立
場
で

あ
る
。
し
か
し
内
村
は
こ
の
楕
円
状
の
真
理
を
さ
ら

に
展
開
し
、
深
化
す
る
こ
と
な
く
終
っ
た
。

と
こ
ろ
で
柏
木
熱
園
は
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
九
だ
ろ
う
か
。
明
治
三
十
三
年
の
秋
に
進

化
論
者
と
し
て
苫
名
な
加
蘇
弘
之
が
「
仏
基
両
教
の

急
処
を
衝
く
」
と
い
う
一
文
を
『
太
陽
』
に
発
表
し

仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な
世
界
宗
教
は
国
家
と

矛
盾
す
る
教
え
で
あ
り
、
そ
の
教
旨
を
賃
く
た
め
に

*
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は
国
家
の
外
に
出
る
か
、
そ
れ
と
も
国
家
に
忠
良
な

る
民
と
な
る
た
め
に
は
教
徒
た
る
こ
と
を
や
め
る
か

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

柏
木
は
『
東
京
毎
週
新
誌
』
に
国
家
を
代
表
す
る
政

府
の
方
針
と
宗
教
の
精
神
は
衝
突
す
る
と
し
て
も
国

家
本
来
の
目
的
と
宗
教
は
矛
盾
し
な
い
と
反
論
し

た
。
国
家
を
現
状
の
国
家
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
国

家
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
単
純
な
二
元

論
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
柏
木
が
明
治
四
十
一
年
七
月
の
『
上
毛
教

界
月
報
』
に
窕
表
し
た
「
予
が
信
仰
の
論
理
L
 
は
、

柏
木
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
素
朴
二
元
論
と
異
な
る

か
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
に
価
す
る
。
こ
れ
は
、

直
接
に
は
新
神
学
、
す
な
わ
ち
イ
エ
ス
は
人
間
に
お

け
る
最
高
の
存
在
で
あ
る
が
神
で
は
な
い
と
し
て
、

科
学
と
宗
教
の
矛
盾
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
説
に
対

す
る
批
判
で
あ
る
が
、
同
時
に
国
家
と
宗
教
の
矛
盾

と
い
う
問
題
に
応
則
で
き
る
論
理
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
冒
頭
に
、
「
幾
何
学
に
依
れ
ぱ
楕
円
に
は
二

個
の
中
心
あ
り
て
、
其
正
円
に
近
づ
く
に
随
ひ
、
其

両
中
心
も
亦
次
第
に
相
近
づ
き
、
完
全
な
る
正
円
と

な
れ
ぱ
遂
に
始
め
て
一
個
の
中
心
と
相
成
候
。
斯
の

如
く
人
智
の
未
だ
不
完
企
な
る
や
宇
宙
人
世
の
事
も

亦
往
々
二
大
事
突
の
相
矛
盾
せ
る
あ
り
て
、
随
て
二

個
の
中
心
を
立
て
て
説
明
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
の
観
有

之
も
の
に
て
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
世
界
の
真

理
の
形
を
「
正
円
と
な
り
つ
つ
ぁ
る
楕
円
L
 
と
し
て

と
ら
え
、
人
冏
に
は
矛
盾
が
な
お
多
く
存
在
す
る
け

れ
ど
も
、
や
が
て
は
解
消
さ
れ
る
も
の
と
見
、
し
か

し
そ
れ
ま
で
は
そ
の
矛
盾
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
考
え
か
た
で
あ
る
。

こ
れ
を
宗
教
と
国
家
と
い
う
問
題
の
類
比
と
し
て

考
え
れ
ば
、
宗
教
と
国
家
の
矛
盾
対
立
は
や
が
て
止

揚
さ
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

こ
く

ま
で
は
む
し
ろ
両
名
の
相
剋
が
な
に
か
を
生
み
だ
し

て
い
く
L
L
い
う
態
度
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
静
的
な
二
元
論
で
は
な
く
、
動
的
な
二

器
で
あ
り
、
二
兀
を
究
極
と
す
る
二
元
論
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
理
想
主
義
に
立
つ

現
実
上
義
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ

に
日
露
戦
争
か
ら
M
中
戦
争
に
至
る
.
二
十
数
年
冏
に

も
わ
た
っ
て
現
突
に
押
し
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
逆

に
現
実
を
撃
ち
つ
づ
け
た
柏
木
の
思
想
の
根
拠
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

柏
木
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
執
筆
し
た
詠
の
ほ
と

ん
ど
は
、
『
同
志
社
文
学
』
と
『
上
毛
教
界
月
報
』
に

掲
戯
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
信
仰
の

問
題
と
社
会
の
問
題
に
大
別
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の

二
つ
の
問
題
は
、
一
見
、
領
域
を
異
に
し
て
、
た
が

い
に
無
関
係
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
な
か
に
は
両
者
を
つ
な
ぐ
論
理
、

か

か
わ
ら
せ
る
思
想
と
い
う
も
の
も
い
く
つ
か
は
含
ま

れ
て
い
る
。
い
ま
あ
げ
た
の
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
柏
木
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
思

想
の
探
求
や
表
現
に
長
じ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
は
む
し
ろ
読
者
の
解
釈
と
洞
察
の
問
題
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

柏
木
義
剣
の
九
代
前
の
先
祖
は
上
州
安
中
の
人
で

あ
る
。
柏
木
が
生
涯
の
半
ば
以
上
を
こ
の
町
で
過
ご

し
、
そ
こ
に
骨
を
埋
め
た
の
も
決
し
て
偶
然
で
は
な

安
中
は
ま
九
新
島
襄
や
湯
浅
治
郎
を
先
ん
だ
こ

)
0

しと
に
お
い
て
日
本
の
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
原

点
の
一
つ
で
あ
り
、
と
く
に
同
志
社
に
と
っ
て
は
京

都
に
つ
い
で
、
あ
る
愆
味
で
は
京
都
以
上
に
蛋
な

士
地
で
あ
る
。

同
志
社
大
学
人
文
章
研
究
所
の
キ
リ
ス
ト
教
社

会
問
題
研
究
会
が
C
の
諾
の
史
料
製
に
着
手
し

た
の
は
、
よ
う
や
く
四
郁
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
の
三
年
間
、
毎
夏
、

武
邦
保
、
萩
原
俊
彦
両
氏
と
と
も
に
こ
の
地
を
訪
ね

*
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て
き
た
。
そ
し
て
柏
木
義
圓
の
長
男
の
未
亡
人
で
あ

る
柏
木
清
子
氏
か
ら
、
所
蔵
の
柏
木
義
圓
関
係
の
文

書
や
写
真
約
一
千
点
の
借
用
を
許
さ
れ
、
目
下
そ
の

整
理
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

史
料
の
多
く
は
書
簡
類
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は

柏
木
の
子
女
が
各
地
か
ら
父
親
に
出
し
九
手
紙
も
相

当
残
っ
て
お
り
、
逆
に
柏
木
が
家
族
に
与
え
九
も
の

も
す
く
な
か
ら
ず
保
存
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
柏
木

の
最
後
の
書
簡
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
貴
重
な
文
字

で
あ
る
の
で
こ
こ
に
全
文
を
紹
介
し
た
い
。
安
中
の

品

隣
町
原
市
で
牧
師
を
し
て
い
た
長
躬
に
宛
て
九
も
の

で
、
昭
和
十
三
年
一
月
三
日
と
い
え
ぱ
、
柏
木
の
死

わ
゛

が
一

月
八
日
早
朝
で
あ
る
か
ら
、
僅
か
五
日
前
、
ま

さ
に
絶
筆
で
あ
る
。
手
紙
に
は
句
読
点
が
な
い
の
で

適
宜
補
い
、
改
行
の
部
分
に
/
印
を
付
し
た
ほ
か
は

原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
昨
日
は
嬉
れ
し
か
っ
た
。
特
に
か
づ
の
ぷ
君
が

元
気
で
や
つ
て
呉
れ
て
嬉
し
か
っ
九
。
/
近
頃
特
に

忘
る
、
の
が
甚
し
く
な
つ
た
や
う
で
す
。
併
し
か
ら

だ
の
方
は
な
か
な
か
元
気
、
寛
一
君
精
々
遊
び
に
来

玉
へ
。
/
ど
ぅ
ぞ
お
向
ふ
へ
よ
ろ
し
く
。
/
田
中
京

四
郎
さ
ん
は
私
と
同
年
な
が
ら
な
か
な
か
し
つ
か
り

し
て
居
ら
れ
、
益
々
世
益
を
図
つ
て
居
ら
れ
ま
す
が

私
の
如
き
価
槐
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
/
我
日
本
は

昭
和
二
十
九
年
大
学
院
神
学
研
究
科
卒

京
都
粘
華
短
期
大
学
教
授

実
に
天
然
に
恵
ま
れ
、
良
地
勢
で
あ
り
乍
ら
、
真
の

御
恵
み
を
た
う
と
ば
す
、
敢
て
大
陸
へ
出
て
武
力
を

侍
む
、
実
に
天
与
を
空
し
く
す
る
も
の
。
/
何
事
も

先
ず
神
を
識
り
て
而
し
て
後
ち
の
事
な
る
可
し
。
日

本
の
基
督
教
の
自
覚
ノ
.
/
お
墓
の
事
は
お
金
の
方
は

私
が
出
し
ま
す
か
ら
万
事
よ
ろ
し
く
願
ひ
ま
す
。
/

寛
吾
は
実
に
親
切
に
致
し
て
呉
れ
ま
す
。
大
四
郎
が

来
て
呉
れ
て
嬉
し
か
つ
た
。
/
雌
七
公
の
事
が
気
に

か
か
り
ま
す
。
ど
ぅ
か
し
つ
か
り
や
つ
て
く
る
れ
ぱ

よ
い
が
。
/
八
千
代
は
私
の
為
に
は
至
つ
て
結
構
だ

が
前
途
は
如
何
。
併
し
川
村
さ
ん
の
今
の
夫
人
の
如

き
も
あ
り
ま
す
。
主
は
必
ら
ず
何
事
か
し
て
下
さ
る

で
せ
う
。
八
千
代
が
此
の
手
紙
を
見
た
の
で
私
は
心

配
致
し
ま
し
た
。
/
一
月
三
日
夜
父
よ
り
/
隼
雄

殿
L中

国
大
陸
へ
の
侵
略
が
始
っ
て
半
歳
に
近
い
頃
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族
同
士
の
私
信
の
な
か
に
さ

え
「
武
力
を
侍
む
」
国
家
へ
の
批
判
を
記
さ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
柏
木
の
抵
抗
精
神
を
お
も
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
文
中
に
「
唯
七
公
の
事
が
気
に
か
か
り

ま
す
」
と
あ
る
の
は
柏
木
の
六
男
で
七
番
目
の
子
供

で
あ
っ
た
七
羊
氏
を
指
す
。
早
稲
田
大
学
を
中
退

し
、
た
ま
に
し
か
安
中
に
桐
ら
ず
、
柏
木
が
ひ
そ
か

に
案
じ
て
い
九
こ
と
が
こ
こ
に
あ
ら
わ
さ
れ
て

い

る
。
い
わ
ば
柏
木
家
の
異
端
児
で
家
族
の
集
合
写
真

ぱ
う

に
は
一
人
だ
け
長
髪
の
文
学
青
年
の
風
貌
で
写
っ
て

い
る
の
が
こ
の
人
で
あ
る
。

現
在
、
七
羊
氏
は
東
京
の
鷺
宮
に
在
住
し
て
お
り
、

与
板
に
行
く
前
日
、
訪
問
し
て
話
を
聴
く
機
会
を
得

九
。
氏
に
ょ
る
と
、
柏
木
の
思
想
は
な
に
ょ
り
も
反

権
威
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
伺
志
社
に
お

い
て
体
得
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

氏
は
父
親
に
対
す
る
敬
意
を
十
分
に
持
ち
な
が
ら
、

自
由
な
道
を
歩
ん
だ
。
家
族
で
九
だ
一
人
だ
け
洗
礼

を
受
け
な
か
っ
九
け
れ
ど
も
、
柏
木
は
そ
の
こ
と
に

寛
容
で
あ
っ
た
と
い
う
。

氏
は
昭
和
初
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
に
参

加
し
、
『
ナ
ッ
ご
の
昭
和
六
年
四
月
号
に
は
「
大
森

二
郎
」
の
筆
名
で
「
青
年
達
よ
遺
業
を
つ
い
で
し
と

い
う
シ
ナ
リ
オ
を
寄
稿
し
た
り
し
て
い
る
。
戦
後
の

初
期
に
は
日
本
共
産
党
に
入
党
し
た
が
、
人
間
よ
り

も
組
織
を
重
視
す
る
傾
向
に
同
調
で
き
ず
、
簾
党
し

た
と
い
う
。
父
親
の
反
権
威
と
自
由
の
思
想
を
別
の

形
で
受
け
つ
い
だ
と
も
い
う
べ
き
七
羊
氏
に
向
か
い

あ
い
な
が
ら
、
柏
木
義
圓
と
い
う
人
物
の
大
き
さ
を

思
い
や
っ
て
い
た
。
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三
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三
三
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三
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一
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三
=
一
三
一
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三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
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三
三
三
=
一
三
三
三
一
ト

キ
ャ
ン
。
ハ
ス
に
育
つ
蝶

Ⅲ
一
三
三
=
三
主
一
=
三
王
三
=
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
=
三
三
三
=
=
三
三
一
=
一
=
三
三
三
三
三
三
三
一
=
三
三
=
三
一
=
三
一
=
三
三
三
竺
三
三
三
竺
三
三
三
三
三
三
=
三
三
=
三
二
二
一
二
二
一

別
に
珍
ら
し
い
種
類
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
に
従
っ
て
、
次
々
に
新
し

い
蝶
が
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
を
彩
る
よ
う
に
出
現
し
て
く
る

の
は
、
や
は
り
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。
と
き
に
は
、

は
っ
と
目
を
み
は
る
よ
う
な
見
事
な
光
景
に
出
あ
う

こ
と
が
あ
る
。
例
え
ぱ
ー

卑

御
所
の
樹
々
が
、
あ
の
見
事
な
紅
葉
に
染
ま
り
始

め
る
十
月
下
旬
の
午
後
の
ひ
と
と
き
、
高
校
地
理
の

授
業
が
「
林
業
」
に
は
い
っ
た
の
で
、
構
内
の
樹
木

み

を
生
徒
と
一
緒
に
視
て
回
っ
て
い
九
。
校
長
室
前
の

ト
ベ
ラ
の
木
を
み
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
だ
け
が
、

和
ら
か
い
秋
の
日
射
し
本
曼
け
て
、
暖
か
そ
う
な
日

1

2

窪

哲
三

田

だ
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
券
上
に
、
一
見
し
た
と

が

こ
ろ
、
蛾
の
よ
う
な
小
さ
な
蝶
が
何
十
匹
と
な
く
集

ひ
な
打

ま
っ
て
、
日
向
ボ
ッ
コ
を
し
て
い
た
。
翅
を
閉
じ
て

い
る
と
、
裏
面
が
濃
い
茶
褐
色
で
少
し
も
目
ゾ
た
な

い
が
、
翅
を
開
く
と
、
表
面
が
鮮
や
か
な
青
紫
色
に

輝
き
、
実
に
美
し
い
。
木
を
ゆ
す
っ
て
や
る
と
、

い

つ
せ
い
に
パ
ッ
と
鐸
い
立
っ
て
、
キ
ラ
キ
ラ
と
宝
石

の
よ
う
に
光
る
。
し
ぱ
ら
く
の
閻
、
生
徒
た
ち
と
一

緒
に
見
と
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
冬
も
間
近
に
迫

つ
九
今
頃
、
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
蝶
が

や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
生
徒
た
ち
は
不
鴛

れ
ん

が
る
。
こ
の
可
憐
な
蝶
は
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
と
い

実
は
春
か
ら
現
わ
れ
て
、
数
回
の
発
生
を
く
り

)
、

し返
し
て
い
る
の
だ
が
、
秋
に
な
る
と
特
に
多
数
の
佃

一
=
三
主
三
=
三
三
三
一
1

栄
光
館
の
前
に
は
木
立
で
聞
ま
れ
九
防
火
用
水
池

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
二
本
の
エ
ノ
キ
が
と
り
わ
け
高

く
そ
び
え
て
い
る
。
エ
ノ
キ
が
「
縁
結
び
榎
」
や

「
縁
切
り
榎
」
と
し
て
、
ま
た
乳
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
る
、
女
性
と
縁
の
深
い
神
樹
で
あ
る
こ
と
を
最
近

休
が
発
生
す
る
。
も
う
し
ぱ
ら
く
た
つ
と
、
常
緑
樹

や
卓
の
集
裏
に
、
と
き
に
は
集
団
を
つ
く
っ
て
、
成

虫
の
ま
ま
越
冬
す
る
は
ず
で
あ
る
。
幼
虫
は
ア
ラ
カ

シ
暴
を
食
べ
て
育
つ
か
ら
、
ア
ラ
カ
シ
の
生
け
垣

の
多
い
女
十
部
構
内
に
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
0

ト
ベ
ラ
と
い
え
ぱ
、
栄
光
館
正
冊
に
大
き
な
丸
い

柚
え
込
み
が
あ
る
が
、
白
い
小
さ
な
花
が
鈴
な
り
忙

咲
く
五
月
中
旬
の
頃
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
が
盛
ん
に

こ
こ
を
訪
れ
る
。
市
街
地
に
も
っ
と
も
普
通
な
蝶
で

あ
っ
て
も
、
掘
を
つ
ら
ぬ
い
矣
い
H
」
帯
は
、
南

国
の
海
と
空
の
青
さ
に
も
似
て
、
見
れ
ぱ
見
る
ほ
ど

し
よ
う

美
し
い
。
細
か
く
翅
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
、
敏
捷
に

花
か
ら
花
へ
と
び
移
り
、
率
や
か
な
女
学
生
の
行
き

か
う
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
の
一
角
に
、
も
う
一
つ
の
華
や
か

さ
を
添
え
て
い
る
。
こ
の
蝶
の
食
樹
は
ク
ス
ノ
キ

で
、
こ
れ
も
構
内
に
た
い
へ
ん
多
い
樹
木
で
あ
る
。
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知
っ
た
(
週
刊
朝
日
.
植
物
百
科
)
が
、
こ
の
樹
は
蝶

の
愛
好
者
に
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
有
り
難
い
樹
の
一

つ
で
あ
る
。

ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
が
ト
ベ
ラ
の
上
を
し
き
り
に
飛

こ
゛
見

び
か
う
五
月
半
ぱ
の
頃
、
一
段
高
い
エ
ノ
キ
の
梢
を

'

仰
ぐ
と
、
黒
地
に
白
い
斑
を
浮
か
し
九
ゴ
マ
ダ
ラ
チ

と

,
ウ
が
、
軽
や
か
に
滑
空
す
る
よ
う
に
翔
ん
で
い
る

の
を
み
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
蝶
の
幼
虫
は
工

ノ
キ
の
葉
を
食
べ
て
成
長
す
る
。
冬
に
な
っ
て
、
根

ほ
う
っ
て
お
く
支
覇
好
き
な
作
業
員
さ
ん
に
掃
き

k

捨
て
ら
れ
、
焚
き
火
の
煙
と
消
え
て
い
く
の
も
か
わ

い
そ
う
で
、
気
の
向
き
次
第
、
家
に
持
ち
制
り
、
水

苔
を
敷
い
倫
木
鉢
の
中
に
入
れ
て
冬
を
越
さ
せ
、

春
に
な
っ
て
動
き
始
め
た
ら
、
元
の
樹
に
止
ま
ら
せ

て
や
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
庭
の
片
綱

に
小
さ
な
エ
ノ
キ
を
柏
え
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
放

つ
た
り
し
て
い
る
。
四
月
に
な
っ
て
、
エ
ノ
キ
に
花

が
咲
き
、
濳
葉
鳶
り
始
め
て
く
る
と
、
幼
虫
は
樹

際
の
枯
葉
を
一
枚
ず
つ
ひ
っ
く
り
返
し
て
ゅ
く
と
、

繋
一
に
し
が
み
つ
い
て
越
冬
し
て
い
る
幼
虫
を
何
匹

と
な
く
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
夏
の
闇

に
、
母
蝶
が
産
み
つ
け
た
卵
か
ら
か
え
っ
九
幼
虫

は
、
參
L
食
べ
な
が
ら
四
令
ま
で
成
長
し
、
秋
に
な

つ
て
蜑
が
始
ま
る
と
、
緑
色
の
体
色
を
樹
皮
や
枯

諾
似
せ
て
灰
褐
色
に
変
え
な
が
ら
、
し
だ
い
に
地

面
へ
降
り
て
き
て
、
十
一
月
下
旬
に
は
、
根
際
の
落

芳
F
で
越
冬
に
は
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
幼
虫
、

羽
化
し
火
ば
か
り
の
ゴ
フ
グ
ラ
チ
ョ
ウ

落
葉
の
下
で
越
冬
す
る
ゴ
マ

ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
四
令
幼
虫

'

●
"
ーAヘ

.

一

'

ゴ
マ
ダ
ラ
チ
"
ウ
の
老
熟
幼
虫

宅、十

写
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上
に
登
り
、
再
び
摂
食
を
始
め
る
。
若
葉
を
少
し
か

じ
る
と
ま
も
な
く
脱
皮
す
る
。
す
る
と
、
体
色
は
鮮

や
か
な
緑
色
に
変
わ
っ
て
、
青
葉
に
対
す
る
完
全
な

保
護
色
と
な
り
、
老
熟
す
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
そ

し
て
葉
疲
に
ぷ
ら
下
が
っ
て
緑
色
の
砂
特
菓
子
の
よ

き
な
き

う
な
き
れ
い
な
蛸
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
鰈
が
羽
化
し

て
く
る
の
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
五
月
の
中
旬

か
、
あ
る
い
は
下
旬
の
頃
で
あ
る
。
と
に
か
く
こ
の

蝶
の
幼
生
期
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
体
色
を
変

え
て
い
く
過
程
は
、
見
事
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
国

蝶
と
し
て
有
名
な
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
、
ゴ
マ
ダ
ラ
チ

,
ウ
と
非
常
に
ょ
く
似
九
習
性
を
も
っ
九
、
よ
り
大

型
の
、
雄
の
翅
は
紫
色
に
輝
や
く
豪
華
な
蝶
で
あ
る
。

端
か
ら
赤
い
体
液
を
放
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ヒ
オ
ド
シ
チ
,
ウ
の
幼
虫
は
、
同
じ
エ
ノ
キ
の
葉

を
食
べ
、
同
じ
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
の
伸
間
で
あ
る
の

マ
ダ
ラ
チ
,
ウ
の
そ
れ
と
は
似
て
も
似
つ
か

こ
、
ゴ

、
ぬ
グ
ロ
テ
ス
ク
な
毛
虫
で
あ
る
の
も
面
白
い
。
こ
ち

ら
は
毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
務
々
し
い
姿
を
あ
ら
わ
す
こ

と
に
ょ
っ
て
、
小
鳥
や
そ
の
他
の
天
敵
の
嫌
悪
感
を

呼
び
覚
ま
し
、
身
の
安
全
を
図
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
幼
虫
は
エ
ノ
キ
の
小
枝
に
ぷ
ら
下
が
っ
て
桶
延

な
る
が
、
食
樹
を
籬
れ
て
か
な
り
遠
い
場
所
で
鰯
化

し
て
い
る
場
合
も
多
い
。
中
に
は
栄
光
館
を
裏
へ
回

つ
て
、
食
樹
か
ら
三
0
米
も
鄭
れ
た
教
務
室
の
窓
枠

に
ぷ
ら
下
が
っ
て
い
た
り
す
る
。
食
樹
以
外
で
姉
化

す
る
と
き
、
自
然
の
木
の
枝
な
ど
よ
り
人
工
的
な
建

造
物
を
好
む
傾
向
が
あ
る
。
門
衛
所
の
軒
下
と
か
池

の
周
囲
の
竹
垣
と
か
は
、
そ
の
場
所
と
し
て
分
か
ら

ぬ
で
も
な
い
が
、
水
道
の
蛇
口
や
屑
か
ご
の
金
網
に

ぷ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
は
、
少
々
そ
そ
っ
か
し
い
連

中
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
蝶
も
七
月
に
な
る

と
、
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
か
ら
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

暑
熱
を
避
け
て
夏
眠
に
は
い
り
、
避
暑
の
昼
牧
と
し

や
れ
こ
ん
で
、
秋
に
い
っ
た
ん
姿
を
現
わ
す
も
の
が

あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
休
眠
を
続
け
、
越
冬
す
る
も
の

も
あ
る
と
い
う
。
春
が
来
る
と
ま
九
活
動
を
始
め
、

六
月
の
初
め
頃
、
エ
ノ
キ
の
木
陰
を
駐
車
場
に
し

て
い
る
マ
イ
カ
ー
族
か
ら
、
妙
な
苦
情
を
聞
く
こ
と

が
あ
る
。
血
の
よ
う
に
赤
い
液
が
屋
根
や
ボ
ン
ネ
ッ

ト
に
こ
び
り
着
い
て
気
持
ち
が
悪
い
が
、
あ
れ
は
何

だ
ろ
う
・
・
:
・
・
。
そ
の
頃
、
栄
光
館
前
の
植
え
込
み
の

そ
こ
こ
こ
に
、
赤
地
に
黒
い
紋
の
あ
る
ヒ
オ
ド
シ
チ

,
ウ
が
、
朝
の
陽
光
を
浴
び
て
ゅ
っ
た
り
と
羽
を
拡

げ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
あ
る
が
、
犯
人
は
こ
の

蝶
で
あ
る
。
鯆
か
ら
羽
化
し
九
直
後
に
、
成
虫
は
腹

3

雌
は
四
月
上
旬
に
エ
ノ
キ
の
新
芽
に
産
卵
し
て
生
涯

を
終
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
虫
態
と
し
て
は
六
月

か
ら
翌
年
の
四
月
ま
で
、
比
較
的
長
寿
の
蝶
で
あ
る
。

そ
の
他
、
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
に
は
、
注
意
す
れ
ば
さ
ま

ざ
ま
の
蝶
が
発
生
し
て
い
る
。
エ
ノ
キ
に
は
テ
ン
グ

チ
"
ウ
も
発
生
し
て
い
る
し
、
一
叢
の
ホ
ト
ト
ギ
ス

の
葉
に
ル
リ
タ
テ
ハ
の
幼
虫
が
つ
い
て
い
る
の
を
み

か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
御
所
と
相
国
寺
を
控
え
、
同

志
社
自
身
に
も
ま
だ
か
な
り
の
樹
が
残
二
L
い
て
、

市
街
地
の
中
と
し
て
は
比
較
的
緑
の
濃
い
環
境
に
あ

る
。
東
京
都
内
で
は
、
以
前
は
多
か
っ
九
ゴ
マ
ダ
ラ

チ
,
ウ
が
、
エ
ノ
キ
は
残
っ
て
い
る
の
に
ほ
と
ん
ど

姿
を
消
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
大
気
汚
染

の
影
饗
で
あ
ろ
う
。
豊
か
な
緑
と
き
れ
い
な
空
気
に

つ
つ
ま
れ
て
、
鰈
た
ち
も
伸
び
伸
び
と
育
つ
環
境

に
、
キ
キ
ン
。
ハ
ス
が
い
つ
ま
で
も
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ふ
と
思
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
食
樹
食
草
を
食
べ
て
、
蝶
た
ち

は
美
し
く
舞
い
立
っ
て
い
く
。
女
子
部
に
学
ぷ
生

か
て

徒
・
学
生
諸
君
は
、
何
を
心
の
糧
に
摂
取
し
て
学
園

^
^
^
つ
^
^
く
^
^
ろ
う
^
:
:
:
0
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